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仁淀病院からのお知らせ
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飲み込みや話すこと、発達のことで気になることがあれば、担当医にご相談ください。

小児では…

成人では…

発達をサポートします

「食べたい」を支えます

「話すこと」「伝えること」を支えます

　「小児科医」と連携し、コミュニケーション・発音・行動
や体の動きなど、言葉だけではなく全体的な発達をみていき
ながら、お母さん・お父さんと一緒に発達をサポートします。

＊小さいお子さんは「あそび」を通してやりとりやコミュニ
ケーションの力をサポートしています。

加齢や病気により口から食べる事が難しくなることがあります。
上手く飲み込めないと肺炎になることもあります。
食べる（飲み込む）リハビリをしながら、医師・看護師・栄養士など　
チームで美味しく安全に食べる方法を考えていきます。

＊当院では「耳鼻咽喉科医」と連携し飲み込む力や喉の様子をみる検査（VE）を行っています。

　声が出しにくくなった、分かっているのに言葉がなかなか出てこないなどのコミュニケーショ
ンに難しさを感じている方に対し、声や言葉のリハビリを行っています。

こんにちは！
仁淀病院リハビリテーション室には1名の言語聴覚士が常勤しています。
今回は言語聴覚士がどんなことをしているか、お話します。


